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論 文 審 査 委 貞 教授 吉野 正 教授 八木 孝仁 准教授 内藤 稔
学 位 論 文 内 容 の 要 旨
多発ヨー ド不染域 (IJVLs)は食道､頭頚部癌患者における第二の原発癌 (重複癌)発症
のリスクファクターであるが､その重症度と重複癌発症の厳密な リスクについては報告さ
れていない｡






従い重複癌の合併率が上昇 し､最大径が増大するに従い合併率が上昇 した｡ 多変量解析
にて 20個以上のLVLs､10mm 以上の最大径が重複癌の独立 した危険因子であった｡
異時性癌の発症率に対する解析では､視野あたりの LVLsの数の増加､Ⅰ.VLsの最大径の
増大に伴い後期異時性重複癌の発症率が高かった｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
食道癌､頭頚部癌において多発 ヨー ド不染域の重症度 と重複癌 リスクについて検討
した｡1999年から2009年に診断 された頭頚部癌および食道癌患者 1060名を対象 と
して､多発 ヨー ド不染域の重症度 と同期性､異時性癌の関連をヨー ド不染域を数 と




m異常の不染域が独立 した危険因子 として挙がった｡異時性でも数 と最大径に伴っ
て重複癌の発症率が高率であった｡
実験の目的､手法､結果 とその解釈とも適切になされてお り､食道癌､頭頚部癌に
関す る重要な知見を得たものと評価される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
